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商工
春
秋
▼
通
勤
途
中
で

は
春
の
訪
れ
と

と
も
に
、
街
角
で
中
高
年

等
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
姿
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
▼
日
本
人
の
死
因
の
六
割
が

生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
そ
の
予
防

の
た
め
に
歩
く
こ
と
は
、
筋
肉
や

腱
を
伸
ば
し
、
体
の
柔
軟
性
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
、
け
が
や
故
障

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
そ
う
で

す
▼
ヒ
ト
の
体
は
数
百
万
年
か

け
て
直
立
二
足
歩
行
を
基
本
に

し
て
造
ら
れ
、
歩
く
こ
と
は
ヒ
ト

で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、
人

間
自
立
の
基
盤
で
す
。
体
を
自
力

で
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
身
体
機
能

を
正
常
に
保
つ
基
本
手
段
で
あ

り
、
五
感
で
知
り
、
体
で
学
び
と

る
認
識
世
界
の
拡
大
手
段
で
も

あ
り
ま
す
▼
日
頃
、
忙
し
い
事
業

主
の
皆
さ
ん
も
少
し
体
を
動
か

す
こ
と
で
爽
快
感
を
、
今
ま
で
目

に
も
入
ら
な
か
っ
た
道
端
の
草

花
の
存
在
や
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
肌
で
感
じ
て
気
持
ち
を
リ

セ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
か
▼
負
担
に

な
ら
な
い
程
度
で
、
で
き
る
気
軽

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
新
し
い
習
慣

と
し
て
続
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長

は
「
経
済
危
機
に
陥
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
商
工
会
は
会
員
企
業
の
経

営
支
援
に
注
力
す
る
と
き
で
あ
る
。

県
内
商
工
会
は
、
合
併
に
よ
り
新

年
度
か
ら
十
四
商
工
会
と
な
る
が
、

合
併
に
至
っ
た
見
識
と
努
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
、
合
併
商

工
会
が
よ
り
質
の
高
い
経
営
支
援

体
制
を
発
揮
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
り
、
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
と
し

て
、
会
員
企
業
の
経
営
安
定
に
万

全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

こ
の
後
、
宮
岸
一
郎
五
箇
山

商
工
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
、

二
十
一
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
な
ど
九
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
し
た
。

　

な
お
、
二
十
一
年
度
事
業
計
画

は
、
行
政
が
講
じ
る
緊
急
経
済
対

策
が
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
①
「
中
小
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
強
化
」
と
合
併
に
よ
り

再
編
強
化
さ
れ
た
商
工
会
に
対
す

る
②「
組
織
強
化
に
向
け
た
支
援
」

の
二
つ
の
重
点
項
目
を
採
択
し
た
。

　
「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
強
化
」
で
は
、
小
規
模
事
業

者
の
省
エ
ネ
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
専
門
家
に
よ
る
技
術
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
の
た

め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
省
エ
ネ
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
「
省

　

県
商
工
会
連
合
会（
石
澤
義
文
会
長
）は
三
月
二
十
六
日
、
県
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
重
点
項

目
や
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
を
審
議
・
決
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
臨
時
総
会
を
開
催

経
営
支
援
会
議
・
省
エ
ネ
対
策
な
ど
新
設

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
支
援
事

業
」
を
新
た
に
実
施
す
る
。〈
関

連
記
事
は
五
面
〉

　

ま
た
「
組
織
強
化
に
向
け
た
支

援
」
で
は
、
商
工
会
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
支
援
を
お
こ
な
う
た

め
、
経
営
指
導
員
の
情
報
交
換
の

場
と
な
る
経
営
支
援
会
議
を
新
た

に
開
催
す
る
。

　

臨
時
総
会
後
、
二
十
年
度
の
各

共
済
の
目
標
達
成
商
工
会
を
表
彰

し
た
後
、
来
賓
の
斉
藤
俊
明
県
商

工
労
働
部
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。

 《
二
十
年
度
各
共
済
表
彰
》

◆
団
体
表
彰

〇
商
工
貯
蓄
（
六
商
工
会
）

　

小
矢
部
、
福
岡
町
、
入
善
町
、

　

戸
出
、
呉
羽
、
舟
橋
村

〇
会
員
福
祉
（
二
商
工
会
）

　

福
岡
町
、
井
口

開会挨拶する石澤会長



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 21 年 4 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.406

�

　
四
月
一
日
に
五
つ
の
新
商
工
会
が
誕
生
し
、
県
内
、
十
四
商
工
会
の
体
制
と
な
っ
た
。
新
し
く
誕
生
し

た
商
工
会
は
「
立
山
舟
橋
商
工
会
」、「
富
山
市
南
商
工
会
」、「
富
山
市
北
商
工
会
」、「
高
岡
市
商
工
会
」、「
南

砺
市
商
工
会
」
で
、
二
月
に
誕
生
し
た
「
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
」
を
合
わ
せ
る
と
、
二
十
商
工
会
が

六
商
工
会
に
再
編
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

平成21年４月　県内合併商工会
新商工会名

立山舟橋商工会
富山市南商工会
富山市八尾山田商工会
富山市北商工会
高 岡 市 商 工 会
南 砺 市 商 工 会

旧商工会名

立 山 町、舟 橋 村

大山、大沢野細入、婦中町

八 尾 町 、 山 田

水 橋、和 合、呉 羽

中 田、戸 出、福 岡 町

福光、福野、井波、城端、五箇山、利賀村、井口

新会長

青 木　　正

野 村 正 也

川 原 敏 彦

田 畑 宏 継

石 澤 義 文

西 村 亮 彦

商工業者数

1,189

2,303

1,088

2,488

1,520

3,431

会員数

  735

1,508

  756

1,278

1,100

2,445

事務所所在地

中新川郡立山町前沢 2469

富山市赤江町 1-7  

富山市八尾町東町 2106-4

富山市四方 385-28

高岡市戸出町 3-8-10

南砺市福光 7336-4　

＊ 富山市八尾山田商工会は２月２８日に合併しました。　＊ 商工業者数等は、昨年１０月現在のものです。　＊ 会員数は商工業者会員数です。

県
内
、十
四
商
工
会
体
制
に

　

新
体
制
下
の
商
工
会
は
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
経
営
革

新
、
創
業
支
援
を
は
じ
め
、
よ
り

質
の
高
い
経
営
支
援
体
制
を
充
実

・
強
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
各
方
面

と
連
携
し
て
産
業
経
済
、
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
諸
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
む
。

　

さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
核
に
な
っ
て
い
る
商
工
会
へ
の

期
待
に
応
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
や

社
会
貢
献
活
動
に
力
を
注
ぐ
。

　

こ
の
数
ヵ
月
、
厳
し
い
景
気
状

況
が
続
く
。
そ
れ
だ
け
に
、
会
員

企
業
の
窮
状
に
き
ち
ん
と
対
応
す

る
こ
と
が
商
工
会
の
共
通
認
識
で

あ
る
。
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
機
関
と

し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
、

し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

処
す
る
。
当
面
、
会
員
企
業
の
経

営
安
定
に
万
全
を
期
す
こ
と
と

し
、
同
時
に
い
ち
早
く
新
商
工
会

の
機
能
を
生
か
し
た
事
業
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

　

新
商
工
会
で
は
、
実
施
し
て
い

る
事
業
の
効
果
な
ど
を
徹
底
し
て

分
析
し
、
絶
え
ず
革
新
を
図
っ
て

い
く
。
必
要
な
情
報
と
人
材
を
結

集
さ
せ
て
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
動
か
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
役
員
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
奮
起
が
期

待
さ
れ
る
。

第
一
次
推
進
期
間
が
完
了

　

三
月
三
十
日
、
県
庁
特
別
室
に

お
い
て
合
併
認
可
証
交
付
式
が
行

わ
れ
た
。
石
井
県
知
事
か
ら
新
商

工
会
長
に
対
し
て
合
併
認
可
証
が

交
付
さ
れ
た
が
、
合
併
に
対
す
る

ね
ぎ
ら
い
と
お
祝
の
こ
と
ば
が
あ

っ
た
。
新
商
工
会
長
ら
は
、
地
域

の
産
業
経
済
の
発
展
に
向
け
決
意

を
新
た
に
し
た
。

　

な
お
、
合
併
等
の
第
二
次
推
進

期
間
中
（
平
成
二
十
一
年
度
～
同

二
十
三
年
度
）
に
お
い
て
も
、
新

商
工
会
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

合
併
認
可
証
交
付
式
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Ｑ
．
会
員
と
し
て
の
手
続

き
は
必
要
で
す
か
。

Ａ
．
会
員
と
し
て
の
権
利

は
そ
の
ま
ま
新
商
工
会
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
の

で
、
改
め
て
会
員
加
入
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

Ｑ
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．記
帳
指
導
や
労
働
保
険
事
務
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。事
務
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
エ
キ
ス
パ
ー

ト
職
員
が
揃
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
向
上
し
ま
す
。

Ｑ
．
経
営
の
相
談
は
ど
こ
に
い
け
ば
い
い
の

で
す
か
。

Ａ
．
旧
商
工
会
に
支
所
や
事
務
所
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
所
と
と
も
に
、
金
融
や
税

務
な
ど
の
相
談
や
手
続
き
に
応
じ
ま
す
。
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
が
、
難
し
い
相
談
に
は
チ
ー
ム
体
制
で

支
援
す
る
ほ
か
、中
小
企
業
診
断
士
、税
理
士
、

弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

Ｑ
．
意
見
や
提
案
な
ど
、
会
員
や
地
域
の
声

は
ど
の
よ
う
に
届
き
ま
す
か
。

Ａ
．
旧
商
工
会
を
単
位
に
地
域
支
部
を
設
け

て
い
ま
す
。
支
部
を
運
営
す
る
地
元
を
代
表

す
る
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
意
見

や
提
案
を
く
み
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
支

部
は
地
元
に
密
着
し
た
活
動
を
担
っ
て
、
伝

統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
貢
献
し
ま
す
。

新 商 工 会新 商 工 会

＆Q　AQ　A

　

県
商
工
会
連
合
会
は
平
成
十
七
年
十
月
に

「
商
工
会
合
併
等
推
進
計
画
」
を
決
め
た
。

県
内
市
町
村
合
併
の
進
展
、
三
位
一
体
改
革

と
補
助
金
交
付
ス
キ
ー
ム
の
変
化
、
会
員
企

業
等
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
高
度
化
等
へ
の

要
請
、
市
町
村
行
政
の
広
域
化
に
伴
う
地
域

か
ら
の
期
待
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
決
定

で
あ
っ
た
。
商
工
会
同
士
の
合
併
等
に
よ
る

組
織
再
編
を
推
進
し
、
組
織
基
盤
の
安
定
と

経
営
支
援
な
ど
の
機
能
強
化
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
個
別
商
工
会
と
広
域
ブ
ロ
ッ

ク
で
協
議
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
合
併
等

を
進
め
る
た
め
の
た
た
き
台
を
示
し
た
。
ま

た
、
推
進
期
間
と
し
て
平
成
十
八
年
度
か
ら

の
三
ヵ
年
間
を
第
一
次
、
二
十
一
年
度
か
ら

の
三
カ
年
を
第
二
次
の
推
進
期
間
に
位
置
づ

け
た
。

　

各
商
工
会
で
は
再
編
方
針
を
重
く
受
け
止

め
、
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
検
討
委
員

会
で
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
商
工
会

と
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
順
次
、
合
併
促
進
協

議
会
、
合
併
協
議
会
を
設
け
た
。

　

協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
、
財
政
、
事

業
の
専
門
部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を
設
置

し
、
約
三
十
の
協
議
項
目
に
つ
い
て
審
議
を

尽
く
し
た
。

　

さ
ら
に
は
会
員
説
明
会
、
合
併
契
約
締
結

式
を
開
き
、
臨
時
総
会
で
は
合
併
が
承
認
さ

れ
、
設
立
委
員
を
決
め
た
。
設
立
委
員
会
は

合
併
認
可
に
か
か
る
事
務
な
ど
を
精
力
的
に

受
け
持
ち
、新
商
工
会
の
設
立
に
注
力
し
た
。

　

な
お
、
県
連
合
会
は
県
に
対
し
て
商
工
会

合
併
等
支
援
事
業
費
補
助
金
の
創
設
を
要
請

し
た
。
県
の
支
援
と
と
も
に
、
事
務
局
に
組

織
再
編
支
援
班
を
置
い
て
合
併
推
進
を
支
援

し
て
き
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
会
に
専
門
指

導
員
（
推
進
員
）
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

合
併
協
議
に
並
行
し
て
広
域
協
議
会
に
広
域

担
当
の
経
営
指
導
員
を
置
い
て
共
同
事
業
を

前
進
さ
せ
、
合
併
商
工
会
の
誕
生
に
向
け
て

弾
み
と
し
た
。

　

新
商
工
会
に
お

い
て
は
再
編
し
た

組
織
を
活
か
し
、

事
業
者
や
会
員
の

意
欲
的
な
取
り
組

み
に
報
い
、
経
済

活
性
化
の
起
爆
と

な
る
事
業
環
境
を

つ
く
る
な
ど
、
地

域
経
済
を
伸
ば
す

組
織
・
事
業
運
営

に
努
め
て
、
商
工

会
価
値
の
最
大
化

を
目
指
す
。

商
工
会
合
併
へ
の
歩
み

商工会数の推移
年　月　日

平成 17年 4月 1日

平成 18年 4月 1日

平成 19年 4月 1日

平成 20年 4月 1日

平成 21年 4月 1日

商工会数

32
31
31
28
14

備　 考

２→１商工会

４→１商工会

20→6商工会
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事
例
に
学
ぶ

農
商
工
等
連
携

　
　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
三
月

六
日
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
中
小
企
業
診
断
士

の
布
目
大
剛
氏
を
講
師
に
「
農

商
工
等
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
今
年
度
、
農
商

工
等
連
携
事
業
の
認
定
を
受
け

た
事
例
を
基
に
、
認
定
に
必
要

な
次
の
要
件
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
あ
っ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
の
役
員
研
修

会
が
三
月
三
日
に
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
講
師
に
日
本
ゼ

ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
元
代
表
取
締

役
社
長
の
佐
藤
満
氏
を
迎
え
、
県

内
商
工
会
の
正
副
会
長
並
び
に
事

務
局
責
任
者
等
約
百
名
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
企
業
の
平
均
寿
命

は
三
十
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

環
境
の
変
化
に
適
合
し
た
企
業

や
、
常
に
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
て
い
く
企
業
は
生
き
残
っ
て
い

く
。
百
年
に
一
度
の
不
況
で
も
、

十
社
に
一
社
は
過
去
最
高
の
利
益

を
上
げ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
企

業
は
『
将
来
最
適
』
に
対
し
て

手
を
打
っ
て
お
り
、『
将
来
最
適
』

の
た
め
に
も
先
見
力
・
決
断
力
・

実
行
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
ま
た
「
一
日
二
十
四
時
間
は

人
間
に
と
っ
て
唯
一
平
等
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
時
間
を
自
身
の
た

め
有
効
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
と
り
わ
け
本
を
読
む
こ
と
に

よ
り
、
自
分
が
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー

で
は
な
く
、
業
績
が
悪
い
の
も
自

分
の
せ
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
た
」
と
話
さ
れ
、
会
場
の

共
感
を
呼
ん
だ
。

「
壁
を
破
る
発
想
法
」に
つ
い
て

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
笹

木
隆
司
会
長
）
は
、
三
月
四
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
青
年
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

し
た
。

　

二
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年

部
長
会
議
で
青
年
部
員
の
経
営
革

新
認
定
を
増
や
す
と
い
う
目
標
設

定
を
受
け
、
経
営
革
新
を
テ
ー
マ

に
実
施
。
県
商
工
会
連
合
会
広
域

指
導
課
の
担
当
職
員
よ
り
経
営
革

新
の
考
え
方
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　

終
了
後
に
は
、
県
青
年
部
連
合

会
執
行
部
よ
り
、
第
十
二
回
商
工

会
青
年
部
全
国
大
会
を
本
県
に
て

開
催
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明

し
、
過
去
の
大
会
の
問
題
点
や
、

運
営
に
向
か
っ
て
共
通
の
意
識
を

持
つ
必

要
性
を

参
加
者

に
説
明

し
、
協

力
を
お

願
い
し

た
。

経営革新について学ぶ

　

国
の
定
額
給
付
金
支
給
に
合
わ

せ
て
、
全
国
の
市
区
町
村
な
ど
で

金
額
を
上
乗
せ
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
の
動
き
が
あ

り
、
県
内
で
も
そ
の
動
き
が
波
及

し
て
い
る
。

　

県
内
各
商
工
会
に
お
い
て
も
、

地
元
商
店
で
の
購
買
を
促
進
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
、
市
町
村
と
連
携
す
る
な
ど

し
、商
品
券
発
行
を
計
画
し
て
い
る
。

●
福
光
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　

商
品
券
が
即
完
売

　

既
に
、
福
光
商
工
会（
現
・
南
砺

市
商
工
会
）と
福
光
商
業
会
は
三
月

一
日
、
一
万
円
ご
と
に
千
円
の
特

典
が
付
く
商
品
券
を
三
千
セ
ッ
ト

販
売
し
、
約
三
時
間
で
完
売
す
る

盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

商品券を求めて長い行列ができた

一
．
中
小
企
業
者
と
農
林
漁

業
者
が
有
機
的
に
連
携
す

る
こ
と

二
．
連
携
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と

三
．
新
商
品
の
開
発
等

四
．
原
則
五
年
以
内
の
計
画

で
あ
る
こ
と

五
．
経
営
の
向
上
・
改
善
が

実
現
す
る
こ
と

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
商
工

会
と
協
働
し
な
が
ら
、
農
商
工

等
連
携
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

農
商
工
等
連
携
事
業
を
取
り

組
も
う
と
検
討
し
て
い
る
方

は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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決
算
公
告
は
、
規
模
や
株
式
の

公
開
・
非
公
開
の
区
分
、
機
関
設

計
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の

株
式
会
社
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
会
社
法
第
四
四
〇
条
）。

　

従
来
、
決
算
公
告
は
新
聞
や
官

報
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
費
用
負
担
は
数
万
円
～
百
数

十
万
円
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

現
行
の
会
社
法
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

決
算
公
告
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
の
決
算
公

告
は
、
低
予
算
で
公
開
で
き
る
の

で
、
お
勧
め
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
規
模
事
業
者

が
支
払
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等

の
軽
減
を
図
る
事
を
目
的
に
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

県
商
工
連
合
会
が
委
嘱
す
る
専

門
家
が
工
場
、商
店
を
巡
回
し
て
、

動
力
機
器
（
冷
蔵
庫
、
ボ
イ
ラ
ー

等
）
の
使
わ
れ
方
を
診
断
、
燃
料

費
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な
使
用
方

法
を
企
業
等
に
提
案
す
る
こ
と

で
、
企
業
の
省
エ
ネ
推
進
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
抱
え

る
業
務
効
率
化
に
向
け
た
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
県
連
合
会
に
推
進
委
員
会
を

設
立
し
、
省
エ
ネ
推
進
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
近
く
商
工
会
ま
で
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

県
商
工
会
連
合
会
と
商
工
会
は

巡
回
指
導
を
推
進
し
、
小
規
模
事

業
者
の
抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決

に
向
け
た
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
指
導
員
で
対
応
で

き
な
い
高
度
か
つ
専
門
的
な
経
営

課
題
に
対
し
て
は
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
バ
ン
ク
、
地
域
力
連
携
拠
点
事

業
の
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、
小

規
模
事
業
者
毎
に
適
切
な
専
門
家

を
派
遣
し
、
農
商
工
連
携
、
新
連

携
、
経
営
革
新
計
画
の
策
定
、
販

路
開
拓
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
よ
り
新
た
な

指
導
分
野
と
し
て
、
も
の
づ
く
り

企
業
の
提
案
力
向
上
を
重
点
的
に

支
援
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
省
エ
ネ
推
進
を
支
援
し
ま
す

<

商
工
会
の
決
算
公
告
シ
ス
テ
ム>

　

年
間
掲
載
料　

三
、一
五
〇
円

（
消
費
税
込
）

　

実
施
方
法
は
、商
工
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
〇
〇
万
会

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
い
小
規

模
事
業
者
に
も
、
決
算
公
告
の
機

会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

決
算
公
告
掲
載
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

橋
）、
津
沢
、
高
岡
市（
福
岡
町
）、
南

砺
市（
福
野
、
城
端
、
井
波
、
五
箇
山
）

q

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
て r

　

県
の
今
年
度
実
施
す
る
ま
ち
の

魅
力
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
及

び
商
店
街「
に
ぎ
わ
い
サ
ロ
ン
」モ

デ
ル
事
業
に
、
次
の
各
商
工
会
が

採
択
さ
れ
、
商
店
街
や
中
心
市
街

地
の
魅
力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
採
択
先
商
工
会
十
三
ヵ
所
）　

県
連

合
会
、
入
善
町
、
宇
奈
月
町
、
立
山

舟
橋（
立
山
）、
富
山
市
南（
大
山
）、

富
山
市
八
尾
山
田
、
富
山
市
北（
水

 

（
採
択
先
商
工
会
一
ヵ
所
）　

上
市
町

〈
取
り
組
み
事
業
例
〉

・
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
交
流

　
憩
い
の
場
の
設
置

・
中
心
市
街
地
活
性
化
イ
ベ
ン

　
ト
の
企
画
運
営

・
商
店
街
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成

平
成
二
十
年
度 

三
三
一
回
の
専
門
家
派
遣
を
実
施

　

こ
れ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
・
接
遇
の

専
門
家
を
も
の
づ
く
り
企
業
へ
派

遣
し
、営
業
関
連
の
社
員
に
対
し
、

顧
客
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
製
品
説
明
力
、
電
話

応
対
等
の
提
案
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
指
導
を
お
こ
な
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
支
援
で
は
、
複
数
回
の
指

導
を
行
い
、
専
門
家
が
指
導
し
た

こ
と
が
企
業
の
現
場
で
実
践
さ
れ

て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
で
企
業
の
提
案
力
を
着
実
に

向
上
さ
せ
ま
す
。

　

提
案
力
の
向
上
を
図
り
た
い
方

は
、
お
近
く
商
工
会
に
申
し
込
み

下
さ
い
。

県
連
合
会
の
専
門
家
派
遣
を
利
用
下
さ
い
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平成 21 年 4 月 1 日付
新 旧 氏      名

　商工会連合会
参事（嘱託） ＜ 採　用 ＞ 永田　修一
専門相談員（嘱託）＜ 採　用 ＞ 松井　龍二
主任商工会指導員 婦中町商工会 主任経営指導員 黒川　　修
商工会指導員 射水市商工会 経営指導員 斉田　　仁
専門経営指導員 宇奈月町商工会 経営指導員 藤田　誠弘

専門経営指導員 南砺 ･ 庄川地域商
工会広域協議会 経営指導員 橘　　宏之

　＜ 出  向 ＞
　入善町商工会

補助員 朝日町商工会 補助員 小坂　里香
　上市町商工会

事務局長兼経営指導員 中新川地域商工会
広域協議会 経営指導員 牧野　博文

　立山舟橋商工会
事務局長兼経営指導員 立山町商工会 事務局長兼経営指導員 横山　　茂
経営指導員 立山町商工会 経営指導員 吉秋　　潤
経営指導員 立山町商工会 経営指導員 本原　茂俊
補助員 上市町商工会 補助員 中村　信子
補助員 立山町商工会 補助員 山本　佳子
補助員 立山町商工会 補助員 水野佐希子
記帳専任職員 立山町商工会 記帳専任職員 岩崎　裕美

　富山市南商工会
事務局長（嘱託） 大沢野細入商工会 事務局長（嘱託） 新村　公勝
事務局次長兼
大山支部センター長兼
経営指導員

大山商工会 事務局長兼経営指
導員 高島　信一

婦中支部センター長兼
経営指導員 婦中町商工会 主席経営指導員 山尾憲一郎

大沢野支部センター長兼
経営指導員 大沢野細入商工会 主席経営指導員 森井　信雄

経営指導員（嘱託）大沢野細入商工会 経営指導員（嘱託） 森下　健蔵
経営指導員 小矢部商工会 経営指導員 舟木　正敏
経営指導員 商工会連合会 専門経営指導員 岡村　孝志
経営指導員 大沢野細入商工会 経営指導員 中林　律夫
経営指導員 大山商工会 経営指導員 六軒　裕美
補助員 大沢野細入商工会 補助員 西村　礼子
補助員 大山商工会 補助員 古井　純子
補助員 婦中町商工会 補助員 赤井　伸子
補助員 富山市八尾山田商工会 補助員 谷井伺月乃
補助員（併任） 商工会連合会 補助員 山下　弘美
記帳専任職員 婦中町商工会 補助員 池口　泰子
記帳専任職員 大沢野細入商工会 記帳専任職員 幸村佳代子
記帳専任職員 大山商工会 記帳専任職員 高尾　智晴

　富山市八尾山田商工会
補助員 富山市八尾山田商工会 記帳専任職員 藤澤　　貢
記帳専任職員 大沢野細入商工会 記帳専任職員 佐野　浩之

　富山市北商工会
事務局長兼和合支所長 和合商工会 事務局長 見角　利弘
水橋支所長兼経営指導員 水橋商工会 事務局長兼経営指導員 荒川　　清
呉羽支所長兼経営指導員 呉羽商工会 事務局長兼経営指導員 海老江　渉
主席経営指導員 水橋商工会 主席経営指導員 河合　　忠
主任経営指導員 呉羽商工会 主任経営指導員 宮本　　晃
経営指導員 水橋商工会 経営指導員 吉川　正樹
経営指導員 和合商工会 経営指導員 岩城　　勉
経営指導員 水橋商工会 経営指導員 前田　主税
経営指導員 呉羽商工会 経営指導員 篠田　千春
補助員 水橋商工会 補助員 黒田　妙子
補助員 和合商工会 補助員 宮本　敬子
補助員 呉羽商工会 補助員 檜木　純子
記帳専任職員 水橋商工会 記帳専任職員 窪野　好美
記帳専任職員 和合商工会 記帳専任職員 寺田　瑞穂
記帳専任職員 婦中町商工会 記帳専任職員 庵杉　周弥

　射水市商工会
事務局次長兼経営指導員 商工会連合会 主席経営指導員 勝原　隆彦
経営指導員 和合商工会 経営指導員 山田　尚美
補助員 舟橋村商工会 補助員 篠川佐奈江

新 旧 氏      名
　高岡市商工会

事務局長兼戸出支所長 中田商工会 事務局長兼経営指導員 橘　　邦雄
事務局次長兼
福岡支所長兼経営指導員 商工会連合会 主席商工会指導員 中川　隆之

中田支所長兼
経営指導員 戸出商工会 主席経営指導員 片岡　美孝

経営指導員 中田商工会 経営指導員 土井　　浩
経営指導員 射水市商工会 経営指導員 竹内　　等
経営指導員 戸出商工会 経営指導員 大野　秀樹
経営指導員 射水市商工会 経営指導員 宮脇　年範
経営指導員 福岡町商工会 経営指導員 若井　孝裕
経営指導員研修生 商工会連合会 補助員 麻柄　知彦
補助員 中田商工会 補助員 柳沢三枝子
補助員 福岡町商工会 補助員 清水美代子
補助員 戸出商工会 補助員 泉　　徳子
記帳専任職員 中田商工会 記帳専任職員 稲塚　育子
記帳専任職員 戸出商工会 記帳専任職員 新原　貴子

　小矢部商工会
主任経営指導員 福岡町商工会 主任経営指導員 河南　武夫
補助員 福光商工会 補助員 本多　和子

　津沢商工会
経営指導員 小矢部商工会 記帳専任職員 村　　美香
記帳専任職員 城端商工会 記帳専任職員 水本　友美

　庄川町商工会
記帳専任職員 津沢商工会 記帳専任職員 橋場　京子

　南砺市商工会
事務局次長
( 事務局長代行 )
兼福光事務所長

五箇山商工会 事務局長兼経営指導員 辻　　精二

事務局次長兼
福野事務所長 福野商工会 事務局長 神谷　直俊

利賀村事務所長 利賀村商工会 事務局長 野原　基外
井波事務所長兼
経営指導員 井波商工会 事務局長兼経営指導員 斉藤　茂男

城端事務所長兼
経営指導員 城端商工会 主席経営指導員 北清　俊一

主任経営指導員 福野商工会 主任経営指導員 安達　　俊
主任経営指導員 利賀村商工会 主任経営指導員 斉藤　嘉久
経営指導員 福光商工会 経営指導員 中島　正行
経営指導員 五箇山商工会 経営指導員 竹中　雅司
経営指導員 福光商工会 経営指導員 棚田　仁志
経営指導員 城端商工会 経営指導員 藤井由美子
経営指導員 井波商工会 経営指導員 水本　　積
経営指導員 井波商工会 経営指導員 山田　哲雄
経営指導員 福野商工会 経営指導員 石村真由美
経営指導員 庄川町商工会 記帳専任職員 小西　祥子
補助員 井口商工会 補助員 藤田　節子
補助員 井波商工会 補助員 中井伊都子
補助員 福光商工会 補助員 高瀬恵美子
補助員 城端商工会 補助員 島田美智子
補助員 福野商工会 補助員 加賀見政和
補助員 五箇山商工会 補助員 鉢呂　美幸
補助員 富山市八尾山田商工会 補助員 橋本　陽介
補助員 利賀村商工会 補助員 田中小百合
記帳専任職員 福野商工会 記帳専任職員 小西勢津子
記帳専任職員 呉羽商工会 記帳専任職員 深川　晴美
記帳専任職員 福光商工会 記帳専任職員 町　　良重
記帳専任職員 五箇山商工会 記帳専任職員 光田　典子

平成 21 年 3 月 31 日付
新 旧 氏      名

退職 商工会連合会 常務役（嘱託） 村上　俊也
退職 商工会連合会 参事（嘱託） 渡辺　和夫
退職 上市町商工会 事務局長 能登　政巳
退職 婦中町商工会 事務局長 兜山　定雄
退職 戸出商工会 事務局長 宮川　幸男
退職 福岡町商工会 事務局長（嘱託） 中山　清二
退職 福光商工会 事務局長（嘱託） 北田　紀行
退職 城端商工会 事務局長 加藤　晴夫

退職 富山市北部地区
商工会合併協議会

嘱託専門指導員
（合併担当） 明官　　勲

退職 津沢商工会 経営指導員（嘱託） 鍋谷　博秀
退職 福岡町商工会 補助員 茅原　永里
退職 上市町商工会 記帳専任職員（嘱託） 井上　礼子
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平成 21 年度 中小企業向け県制度融資の見直しについて
小規模企業等経営支援短期資金の創設
①趣旨
　経営環境が悪化し先行きが不透明な中、小規模企業等の
資金繰り円滑化のため短期運転資金を創設するもの。既存
の小口事業資金短期小口枠を統合し恒久的資金とする。
②概要

融 資 対 象 従業員 50 人（商業・サービス業 20 人）
以下の小規模企業者等

資 金 使 途 運転資金
融 資 限 度 額 600 万円
融 資 利 率 1.90％（優遇金利）以内
融 資 期 間 １年（据置期間なし）以内
新 規 融 資 枠 20 億円
予 算 額 ５億円（協調倍率：４倍）

 

経済変動対策緊急融資の
　 　　　　　  取扱期間延長・融資枠拡大
①趣旨
　世界的な景気後退や急激な円高など中小企業者を取り巻
く環境は一層厳しさを増しているなか、平成 20 年 10 月 31
日から拡充実施した本資金のニーズは高く、取扱期間を延長
し、融資枠を拡大するもの（延長：平成 22 年３月 31日まで）。
②概要

融 資 対 象

①最近３ヶ月の平均売上高減少率または平
均販売数量減少率が前年同期比△３％
②最近３ヶ月の平均売上総利益率または平
均営業利益率が前年同期比△３％
③原油等の売上原価依存率が 20％以上、
かつ仕入価格上昇率が前年同期比＋ 20％
以上、かつ最近３ヶ月の平均売上高に占め
る原油等の平均仕入価格の割合が前年同
期を上回っていること

資 金 使 途 運転資金
融 資 限 度 額 8,000 万円 （既存の地域産業対策枠含む）
融 資 利 率 1.65％（最優遇金利）以内
融 資 期 間 ７年以内 （うち据置期間１年以内）
新 規 融 資 枠 240 億円
予 算 額 60 億円

   

緊急経営改善資金（借換資金）の取扱
　 　  期間・優遇措置延長及び融資枠拡大
①趣旨
　既往債務の返済が過大な負担となっている中小企業者の
資金繰り円滑化のため、本資金の取扱期間及び平成 20 年
12 月から実施した優遇措置を延長するとともに、融資枠を
拡大するもの（延長：平成 22 年３月 31日まで）。
②概要　　　　【優遇措置】　　　　　　　  【本則】

融 資 対 象
最近３ヶ月の売上高が過去
３年間のいずれかの年の同
期と比べて△３％以上

同△５％以上

資 金 使 途 県制度のほか、金融機関の
保証付既往債務の借換え

県 制 度 の み
の借換え

融 資 限 度 額 一般枠：8,000 万円
小口枠：1,000 万円

一般枠：
４千万円、小
口１千万円

融 資 利 率 1.90％（優遇金利）以内 同左

融 資 期 間 10 年以内
（うち据置期間１年以内）

７年以内
（うち据置期
間６ヶ月以内）

新 規 融 資 枠 40 億円 （一般枠 30 億円、小口枠 10 億円）
予 算 額 9.17 億円

地域資源活用・農商工連携推進枠の創設
①趣旨
　地域資源、経営資源を活用した新製品・新サービス開発への
取組みなど、中小企業者の新たな事業展開を支援し、富山の地
域ブランドを全国へ発信することで、地域経済の活性化につな
げるもの。
②概要

融 資 対 象

国の認定を受けた地域産業資源活用事業計
画・農商工等連携事業計画にかかる事業、国
の補助制度・とやま新事業創造基金の補助制
度による交付決定を受けた事業を行う中小企
業者

資 金 使 途 設備資金、運転資金

融 資 限 度 額 設備資金　7,000 万円
（うち運転資金　1,000 万円）

融 資 利 率 1.65％（最優遇金利）以内

融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）
運転５年以内（うち据置期間１年以内）

新 規 融 資 枠 ２億円
予 算 額 0.8 億円（協調倍率：2.5 倍）

 

設備投資促進資金の金利引下げ措置延長
①趣旨
　県内景気が急速に悪化する中、設備投資を誘引し県内経済を
活性化させるため、平成 20 年 10 月から実施した融資利率の
引下げ措置を延長するもの（平成 22 年３月 31 日まで）。
②概要　　　　  【優遇措置】　　　　　　　　　　 【本則】

融 資 対 象 機械設置、事業用車両等の
導入

建 物（ 土 地 ）
の取得

融 資 限 度 額 5,000 万円 １億円

融 資 利 率 ７年以内
（うち据置期間１年以内）

10 年以内
（うち据置期間
１年以内）

融 資 期 間 【優遇措置】1.90％（優遇金利）以内
【本則】2.10％（基準金利）以内

新 規 融 資 枠 50 億円

予 算 額 16.67 億円（協調倍率：３倍　【本則】４倍）
   

地球温暖化対策に資する施設の整備につい
て、融資利率を引下げ （アンダーライン部分）

融資対象施設
（ 主 な も の ）

・公害防止施設（汚水、ばい煙・粉塵、悪臭）
・地下水保全施設
・緑地等の景観施設
・資源化・再生利用施設
・山岳地のトイレ施設
・低公害車の導入
・温室効果ガス排出の抑制に効果的な施設
　（省エネ、新エネ施設）

資 金 使 途 設備資金

融 資 限 度 額 個別　3,000 万円　　　共同　5,000 万円

融 資 利 率

通常
　年 1.90％以内（優遇金利）
地球温暖化対策に資する施設の整備
　年 1.35％以内（特別金利）

融 資 期 間 ７年以内 （うち、据置１年以内）
新 規 融 資 枠 ２億円

※実施時期：平成 21 年４月１日から
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夜高まつり

庄川木工まつり

利賀の春祭り（獅子舞い）

やんさんままつり

城端曳山祭

第３１回越中だいもん凧まつり

第２１回ふれあいヘラブナ釣り大会

おやべの獅子舞祭り

５／１（金）～２（土）

５／３（日）～５（祝）

５／３（日）～５（祝）

５／４（祝）

５／４（祝）～５（祝）

５／１６（土）～１７（日）

５／１７（日）

５／２３（土）～２４（日）

南砺市商工会福野事務所

庄川町商工会

利賀村観光協会

射水市商工会下支所

城端曳山会館

射水市商工会大門支所

南砺市井口行政センター

小矢部商工会

0763-22-2536

0763-82-1155

0763-68-2527

0766-59-2325

0763-62-2165

0766-52-3510

0763-64-2211

0766-67-0756

イベント名 開 催 日 お問合せ先

５月月各地の

J-SaaS経済産業省運営の各種業務ソフトウェア提供サービス
中小企業のＩＴ化をバックアップ中小企業のＩＴ化をバックアップ

●さまざまなサービスが簡単に利用できる 
●少ない初期投資 
●IT の専門知識が不要 
●安心、安全な環境 
●充実したサポート 

＜お問合せ＞
<J-SaaS運営事務局>
㈱新社会システム総合研究所
  　E-mail：j-saas@ssk21.co.jp
J-SaaS情報提供サイトURL
  http://www.j-saaskensyu.jp

　J-SaaS は、顧客管理、財務会計などさまざまな
業務サービスを搭載、インターネット上で用途に応じ
てサービスを選んで利用することができ、業務効率化
や売上への貢献が期待できます。

＜５つのメリット＞

※SaaS（Software as a Service）とは、インターネット経由で
各種ソフトウェアを利用し、会計処理などが行えるサービスのこと。

ＪＡＮコードの登録・更新申請ＪＡＮコードの登録・更新申請
商工会は、ＪＡＮコードの登録申請及び更新申請の窓口となっております。 ぜひご利用下さい。

<ＪＡＮコードを登録申請するとき>
新規にＪＡＮコードを申請される場合は、商工会にて「ＪＡＮ
企業コード利用の手引き」
（定価１，２００円（税込））をお求めいただき、巻末の登録申
請書を使用して下さい。
コピーしたものでは申請できません。
①　登録申請書をご記入下さい。
②　登録申請書の下に付いている郵便払込用紙で郵便局から登
　　録申請料をお振り込み下さい。
③　登録申請書の裏面に、払込金受領証のコピーを貼り付け、
　　商工会までご持参下さい。
④　約２週間後、流通コードセンターから「ＪＡＮ企業コード
　　登録通知書」が届きます。
⑤　ＪＡＮコードの有効期間は３年間です。

<ＪＡＮコードを更新するとき>
３年ごとの更新手続きが必要です。
①　「ＪＡＮ企業コード更新申請書」が有効期限が切れる１カ
　　月前に送付されます。
②　更新申請書の印字内容を確認し、変更があれば訂
　　正して下さい。「年商」と「ランクと申請料」の欄は
　　空白となっておりますので、最新のものをご記入下
　　さい。
③　更新申請料を納付し、申請書の裏面に払込金受領
　　証のコピーを貼り付け、商工会までご持参下さい。

【お問合せ先】
　㈶流通システム開発センター（ＪＡＮコード担当）

☎０３－５４１４－８５１１

―県からのお知らせ――県からのお知らせ―
平成２１年度 「女性が輝く元気企業とやま賞」

受彰候補企業の募集について
平成２１年度 「女性が輝く元気企業とやま賞」

受彰候補企業の募集について
平成２１年度 「女性が輝く元気企業とやま賞」

受彰候補企業の募集について
◆募集対象
 1)県内に本店又は主たる事業所を置く企業を対象とします
 2)実施要綱に掲げる選出基準により、女性の登用や能力
　 開発等に積極的に取り組んでいる企業を募集します（自
　 薦、他薦を問いません）
◆受付期間
　平成 21年４月28日（火）まで
詳しくは、県のホームページをご覧ください。
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1712/kj00006375.html
【お問合せ先】
県生活環境文化部　男女参画・ボランティア課
男女共同参画係　☎０７６－４４４－３１３７

貸付利率の改定について貸付利率の改定について貸付利率の改定について
日本政策金融公庫の３月１１日現在の利率は以下のとおりです。

◎普通貸付

限度額4800万円
利　率2.30%

◎経営改善貸付

限度額1000万円
利　率2.00%

全国商工会個人情報漏えい保険制度全国商工会個人情報漏えい保険制度全国商工会個人情報漏えい保険制度

＜特徴＞
・個人情報保護法に対応した商工会会員専用の保険
・団体割引保険料を適用
・リスク診断サービスを無料提供

※詳細については最寄りの商工会または取扱保険会社に
　お問合せください。 


